




























第 2章では，角回し溶接止端部に生じる疲労き裂について，溶接止端近傍と遠方との 2 カ所に貼付したひ







第 4章では，疲労き裂発生・伝播シミュレーションコード FLARP の概要を紹介し，CT 試験片を用いた一定
振幅荷重，スパイク状およびブロック状の変動荷重，および最大荷重を一定に保ちながら最小荷重を上昇さ
せる ΔKth試験におけるき裂伝播の計測結果と，FLARP による推定結果を比較し，FLARP で採用されている応
力拡大係数範囲ΔKRP規準のき裂伝播則，および解析法の妥当性を示した。 
第 5 章では，溶接止端部などの応力集中箇所における，無き裂状態からの疲労き裂の発生，伝播の FLARP
による解析法を紹介し，第 3 章の試験結果と FLARP で推定されたき裂発生寿命，およびき裂伝播曲線との比
較から解析法の妥当性を示した。また，極微小き裂の形状を計測して，き裂形状に対する応力拡大係数の補
正法を検討し，これにより寿命の推定精度を向上できることを示した。さらに，モニタリングでき裂を検知
した後の余寿命推定法を検討し，構造物に作用する荷重履歴が不明であっても，等価一定振幅荷重を仮定す
ることにより，余寿命を妥当に推定できることを示した。 
第 6章では，シミュレーションによるパラメータ解析により，溶接止端部の止端底応力，応力勾配，曲げ
比，および溶接残留応力が疲労寿命に及ぼす影響を明らかにした。また，溶接止端部の形状処理や溶接後熱
処理による溶接残留応力の低減など，疲労寿命の向上対策の効果を，シミュレーションによって検討できる
可能性を示した。 
第 7章では，本研究を総括して結論を述べるとともに，今後の展望を示した。 
